
9 月号              浦幌神社社報 やすらぎ 短信           平成 29 年 9 月 1 日 

1 

 

   
例
大
祭
に
つ
い
て 

九
月
は
秋
祭
り
の
時
期

で
す
。
当
社
で
は
、
九
月
二

十
日
に
秋
季
例
大
祭
を
斎

行
致
し
ま
す
。
こ
の
例
大

祭
と
は
、
年
に
一
度
、
祭
神

ま
た
は
神
社
に
由
緒
あ
る

日
を
も
っ
て
、
行
う
大
祭
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

浦
幌
神
社
の
例
祭
日
は
当
初
、
明
治
二
十
九
年

の
御
創
祀
の
日
で
あ
る
八
月
十
五
日
で
し
た

が
、
昭
和
九
年
に
農
作
業
の
繁
忙
期
で
あ
る
事

を
考
慮
し
、
「
無
格
社
」
の
公
認
を
得
た
九
月

十
九
曰
を
宵
宮
祭
、
翌
二
十
日
を
例
祭
日
に
変

更
す
る｢

例
祭
日
変
更
認
可
申
請｣

を
北
海
道

庁
に
提
出
し
、
今
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
平
成

二
十
三
年
よ
り
例
祭
日
に
行
っ
て
い
た
神
輿

渡
御
を
八
月
の
最
終
日
曜
日
に
変
更
し
ま
し

た
が
、
毎
年
、
祭
典
と
奉
納
行
事
を
行
い
、
昔

と
変
わ
り
な
く
祈
り
を
捧
げ
て
お
り
ま
す
。 

夏
季
み
こ
し
祭
を
斎
行 
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去
る
八
月
二
十
六
日
～
二
十
七
日
、
夏
季
み
こ
し
祭
を
斎
行
致
し
ま
し
た
。
本
年
は
晴
天
の
中
、

諸
行
事
す
べ
て
を
滞
り
な
く
ご
奉
仕
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
役
員
一
同
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 
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宮

司

の

一

筆 

昭
和
三
十
三
年
に
京
都
の
神
輿
が
奉
納
さ

れ
て
よ
り
、
今
年
で
六
十
回
目
の
節
目
の
お
祭

り
を
迎
え
た
。
神
輿
奉
納
に
よ
り
お
祭
り
が

年
々
賑
や
か
に
な
っ
た
こ
と
が
当
時
の
写
真

か
ら
伺
え
る
。
時
代
が
変
わ
る
中
、
皆
で
知
恵

を
絞
り
、
篤
い
想
い
で
継
承
し
て
き
た
の
が
こ

の
お
祭
り
で
あ
る
。
今
年
も
神
輿
が
威
勢
よ
く

練
り
歩
き
、
各
町
内
で
手
厚
い
ご
接
待
を
受
け

な
が
ら
、
皆
様
の
安
念
を
お
祈
り
す
る
。
こ
の

根
本
は
、
昔
も
今
も
変
わ
ら
な
い
。
世
代
を
超

え
て
皆
が
笑
顔
に
な
る
こ
の
お
祭
り
は
、
時
代

が
い
か
に
変
わ
ろ
う
と
も
、
変
え
て
は
い
け
な

い
も
の
で
あ
ろ
う
。
個
人
主
義
が
横
行
し
、
価

値
観
が
多
様
化
す
る
中
、
今
後
町
民
が
世
代
を

超
え
て
感
動
を
共
有

で
き
る
も
は
、
数
多
く

は
な
い
で
あ
ろ
う
。
先

祖
が
残
し
て
く
れ
た

町
民
の
絆
を
強
め
る

お
祭
り
を
し
っ
か
り

と
伝
え
て
い
き
た
い
。 

浦
幌
町
戦
没
者
慰
霊
祭
斎
行 

 

去
る
八
月
十
五
日
の
終
戦
記
念
日
午
前
九

時
よ
り
、
境
内
に
あ
る

忠
魂
碑
に
て
、
戦
没
者

慰
霊
祭
を
斎
行
致
し
ま

し
た
。
浦
幌
町
出
身
の

御
英
霊
に
感
謝
の
誠
を

捧
げ
、
平
和
へ
の
祈
り

を
捧
げ
ま
し
た
。 

夏
季
み
こ
し
祭 

新
た
に
幼
児
「
花
み
こ
し
」 

 

今
年
の
夏
季
み
こ
し
祭
で
、
幼
児
の
「
花
み

こ
し
」
が
約
三
十
年
ぶ
り
に
復
活
し
ま
し
た
。

幼
児
の
親
た
ち
が
中
心
と
な
り
、
み
こ
し
を
奉

製
し
、
浦
幌
町
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
ウ
ラ
ハ
・
ホ
ロ
マ
」
を

あ
し
ら
っ
て
可
愛
い
花

み
こ
し
を
完
成
さ
せ
ま

し
た
。
当
日
は
三
十
名

以
上
の
幼
児
が
参
加
、

賑
や
か
に
親
子
で
町
を

練
り
歩
き
ま
し
た
。 

●
浦
幌
神
社
秋
季
例
大
祭
の
ご
案
内 

 

日 

時 

九
月
二
十
日
午
後
六
時 

 

余 

興 

剣
道
・
空
手
道
・
神
楽
舞
他 

※
ど
な
た
で
も
自
由
に
ご
参
列
で
き
ま
す
。 

●
秋
季
乳
神
神
社
祈
願
祭
の
ご
案
内 

 

日 

時 

九
月
二
十
一
日
午
前
十
一
時 

（
受
付
午
前
十
時
三
十
分
よ
り
） 

 

願 

種 

子
授
け
祈
願 

 

安
産
祈
願 

 
 

 
 

 

病
気
平
癒
祈
願 

健
康
祈
願 

 
 

 
 

 

縁
結
び
祈
願 

 

そ
の
他 

※
玉
串
料
三
千
円
よ
り
お
気
持
ち 

    発
行 

浦 

幌 

神 

社 

社 

務 

所 

北
海
道
十
勝
郡
浦
幌
町
字
東
山
町
十
八
番
地
の
一 

電
話 

〇
一
五-

五
七
六-

二
四
四
八 

 

 
浦
幌
神
社
行
事
予
定 

九
月
一
日 

 
 

月
次
祭 

九
月
十
五
日 

 

月
次
祭 

九
月
二
十
日 

 

秋
季
例
大
祭 

九
月
二
十
一
日 

 

秋
季
乳
神
神
社
祭 

 
 

 
 

 
 

 

秋
季
社
日
祭 

昭和 33 年神輿奉納  


